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政

　
役
場
に
お
い
て
、
日
本
年
金
機
構
一
宮
年

金
事
務
所
の
出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
一
宮
年
金
事
務
所
の
職
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
予
約
方
法
　
11
月
１
日
（
木
）
か
ら
住
民
課

窓
口
ま
た
は
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
の
際
に
相
談
の
予
定
時
間
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
予
約
受
付
時
間
は
、

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
　
　

▼
場
所
　
役
場
　
２
階
第
１
会
議
室

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
相
談
の
と
き
に
は
、年
金
証
書
、振
込
通
知
書
、

年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
相
談
者
が
代
理
人
の
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

住
民
課　

内
線
２
４
５

“
命
を
救
う
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”

　
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
２

　
現
在
、
医
療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
治
療
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

し
て
血
液
は
献
血
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
献
血
は
16
歳
か
ら
69
歳
の
健
康
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。（
65
歳
か
ら
69
歳

の
方
は
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
に
限
り
ま
す
。）

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
血
液
検
査

成
績
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
救
え
る

命
が
あ
り
ま
す
。
お
一
人
で
も
多
く
の
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
受
付
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑

▼
主
催
　
扶
桑
町
献
血
推
進
協
議
会

「
障
害
児・者 

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

ふ
そ
う
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
４

　
10
月
１
日
よ
り
元
柏
森
発
展
会
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場「
幸
房
く
わ
の
木
」内
に「
障
害
児
・

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
う
」
が
開
設
し

ま
し
た
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
生
活
支
援
を
行
う

た
め
、
専
門
の
相
談
員
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
、
生
活
の
こ
と
な
ど
様
々
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地
　
扶
桑
町
大
字
柏
森
字
乙
西
屋
敷

90
番
地

▼
連
絡
先
　
障
害
児
・
者
　
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
ふ
そ
う
　 

☎
（
81
）
６
０
６
１ 

▼
開
所
日
時
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　（
1
月
１
日
～
1
月
3
日
、
12
月
29
日
～

　
　
　
　
　
　
　
12
月
31
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
児
童
課

 「児童扶養手当」についての 大切なお知らせ

　児童扶養手当は、前年の所得に応じて、手当の金額を支給する「全部支給」と、一部のみ
を支給する「一部支給」があります。この度、全部支給の対象となる方の所得制限限度額を
下表のとおり引き上げます。
　例えば、お子さん１人の場合は、収入ベースで 130 万円から 160 万円になります。

平成 30 年 8 月分から、支給制限に関する所得の算定方法が変わります。

「全部支給」の対象となる方の所得限度額を引き上げます。
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扶養する
児童等の

数

全部支給となる所得制限限度額表（受給資格者本人の前年所得）
収入ベース

（これまで）
収入ベース

（平成 30 年 8 月～）
所得ベース

（これまで）
所得ベース

（平成 30 年 8 月～）

０人 920,000　　 1,220,000　　 190,000　　 490,000　　

１人 1,300,000　　 1,600,000　　 570,000　　 870,000　　

２人 1,717,000　　 2,157,000　　 950,000　　 1,250,000　　

３人 2,271,000　　 2,700,000　　 1,330,000　　 1,630,000　　

４人 2,814,000　　 3,243,000　　 1,710,000　　 2,010,000　　

５人 3,357,000　　 3,763,000　　 2,090,000　　 2,390,000　　


